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-
町
の
人
口
・

町の烏=ひばり/田Iの花=れんげ/町の木=乙女椿

男 6，200人(十11)

女 5，935人(+ 7) 

計 12，135人(+18) 

世帯数 3，924戸(十 1)

9月1日現在 ()内は前月比
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災害は忘れたごろに
やってく否

今から66年前の大正12年9月 l目、関東大震災が発生し約14万人も

の人々が死亡あるいは行方不明となりました。こうした災害の恐ろし

さを忘れないために、 9月 l日は、「防災の日jに指定されています。

本町でもこの目、東海地域に大規模地震が発生するとの想定で総合

防災訓練が各地区で実施されました。メイン会場の役場でも町消防団

と役場消防隊が参集訓練、避難誘導訓練、放水.消火訓練に耳取史り組み、

いざ、仇、という時のために備えましたO

災害は、 いつ発生するか分かりません。いつ起きても落ち着いて対

処できるように日頃から防災対策を心掛けましょう。
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膚郡町

砂10月10日決)午後 1時~

砂押原中学校々庭(雨天決行)

い
よ
い
よ
今
月
の
十
日
、
町
を
あ
げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
第
一
回
ふ
る
さ
と
「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
が
押

原
中
学
校
々
庭
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
は
、
昭
和
天
皇
の
ご
崩
御
の
た
め
急
き
ょ
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
「
躍
進
し
よ
う
わ

ふ
る
さ
と
再
発
見
」
心
と
心
を
熱
く
燃
や
せ
/
を
テ
ー
マ
に
盛
大
に
催
さ
れ
ま
す
。

歌
謡
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
、
ふ
れ
あ
い
昭
和
踊
り
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
ふ
る

さ
と
花
火
大
会
ま
で
盛
り
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
が
み
な
さ
ん
を
ま
っ
て
い
ま
す
。

お
祭
り
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
/
ご
家
族
、
ご
近
所
お
誘
い
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

⑨⑮⑨⑨⑥ 
炉清水まり子ミ二歌謡ショー

午後5時15分---5時35分

惨藤固まこと、原田悠里歌謡ショー

午後5時40分---7時40分

惨お楽しみ抽選会(ラッキーくじ)

午後7時50分--8時四分

惨ふるさと花火大会

午後8時30分--9時

主魁11図画lI)'JiilJ$Z幽D
惨子どもパレード(子ども祭り)・ほたる太鼓

午後 l時--2 B寺15分
惨式典(開会式)

午後2時30分--3時

回組11邑幽董Z回ID
'ふれあい昭和踊り(新昭和音頭、平成音頭)

午後3時15分--4時30分

伊田中よしひこミ二歌謡ショー

午後 3時45分---4時 ※各種催し物は、随時行われます。

役場企画調整室(冨75-2111内線⑬⑪)まで。

② 平成1.10.1広報しようわ

砂お問合せ※突通渋滞が予想されますので、相乗りなどでご協力をお願いします。
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役場駐車場

音と光のフェスティJ~Jレ
〈午後3時15分-5時35分〉

押原中学校々舎

砂ふれあい昭和踊り

惨田中よしひこ、清水まり子

ミ二歌謡ショー
一|ス刊|一

音と光のフエスティパjレ(午後5時40分--8時20分)
~雨天の場合は町民体育館~ -砂‘圃

惨藤田まこと、原因悠里歌謡ショー

(午後5時40分"-'7時40分〉
砂お楽しみ抽選会〈午後7時50分"-'8時20分〉
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ふれあいフェスティI¥Jlノ〈午後1時-3時)

砂子どもパレード〈子ども祭り〉、ほたる太鼓

(午後?時-----2時15分〉

惨式典(午後2時30分"-'3時〉

ふれあい広場(午後1時--)

砂抹茶コーナー

砂ふるさと昧コーナー

惨手工芸〈手作り〉コーナー

砂静岡県相良町物産コーナー

砂高工会コーナー

惨おもちゃの広場

(午後?時-----)

砂動物の広場

(午後?時，，-，)

砂バーベキュー広場

〈午後?時，，-，)

砂露庖〈午後18寺，，-，)

E
E
V
 

ふれあい広場〈午後?時-)

ナ

ナ

一

恥

一
ナ
試

コ

一

ン

り

一

コ

何

祭

ザ

業

ぺ

業

パ

企

酒

農

h
p
h
p
h
p
h
p
 

お

ま

つ

り

広

場

S 
E 
E 
S 
E 
E 

' s 
'米祭り I! 
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音と光のフェスティHJlI
(午後8時30分-9時)

豆田富

昭和町ふるさと喝、れあい祭りJ

会場案内図

〈車両通行禁比の時間帯正午~午後10時〉

ノ

惨ふるさと花火大会

至甲府

各種戸トラクション(午後1時--)

砂花の展示・即売コーナー

砂うなぎのつかみどりコーナー

惨起震車・はしご車体験コーナー

砂 ~R東海旅客鉄道コーナー

砂東京電力コーナー

惨NTTコーナー

砂郵便局コーナー
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!みんなでつくろういいまち。昭和!
七
月
十
日
か
ら
八
月
十

一
日
の
問
、
泉
町
長
の
方

針
で
あ
る
「
活
力
あ
る
町
づ

く
り
の
た
め
の
巡
回
対
話

集
会
」
が
、
今
年
も
各
十
二

地
区
の
公
会
堂
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
巡
回
対
話
集
会
は
、

「活
力
あ
る
町
民
総
参
加

の
明
る
い
対
話
町
政
の
実

現
」
の
施
策
の
一
環
と
し
て、

直
接
各
地
区
に
出
向
き
、

地
域
の
問
題
・
身
近
な
生

活
環
境
の
問
題
・
行
政
に

対
す
る
意
見
な
ど
住
民
の

生
の
声
を
聞
き
、
こ
れ
か
ら

の
町
政
に
反
映
さ
せ
て
いこ

う
と
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
公
会
堂
に
は
、
町
民

の
み
な
さ
ん
五
十
人
程
が

い
ず
れ
も
出
席
。
泉
町
長
か

企活発な意見 ・要望が数多く出されました。

(河東中島で)

実
施

ら
平
成
元
年
度
の
施
策
方
針
が
最
初
に

説
明
さ
れ
た
後
、

活
発
な
意
見
・要
望
が

出
さ
れ、

多
方
面
に
わ
た
っ
て
数
多
く
の

問
題
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
意
見
・
要
望
と
し
て
①
道
路・
水

路
(
河
川
)
の
補
修
改
良
・
管
理
問
題
②

防
犯
・
交
通
対
策
③
ゴ
ミ
処
理
・
環
境
美

化
問
題
④
税
金
問
題
⑤
市
街
化
・
調
整

区
域
の
問
題
⑥
下
水
道
・
区
画
整
理
事

業
⑦
学
校
・
教
育
問
題
③
公
園
・
広
場
の

要
望
⑨
青
少
年
の
育
成
問
題
⑬
保
健
休

養
施
設
「リ
ゾ
ー
ト
昭
和
」
へ
の
質
問
、
要

望
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
、
予
定
さ
れ
た
二
時

間
を
越
え
、
熱
心
な
対
話
が
続
け
ら
れ

土品
1
し
れ
~
。

町
で
は
、
こ
う
し
た
意
見
・
要
望
を
今

後
町
政
に
取
り
入
れ
、
各
地
区
の
問
題

点
に
つ
い
て
も
迅
速
に
対
応
し
て
い
く
考

え
で
す
。
ま
た
、
今
後
も
更
に
こ
う
し
た

機
会
を
設
け
、
町
民
総
参
加
の
心
の
か
よ

う
対
話
町
政
を
進
め
て
い
く
方
針
で
す
。

-
引
世
紀
の
町
柿
つ
く
り
の
ヒ
ン
ト
に

活

動

最

終

報

告

書

を

発

行

j
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

j

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
で

は
、
山
口
国
光
会
長
(
上
河
東
)
ほ
か

十
四
名
の
協
議
会
委
員
に
よ
っ
て
昭
和

六
十
二
年
か
ら
六
十
三
年
に
か
け
て

「青
空
と
緑
と
産
業
の
ま
ち
住
民
み
す

か
ら
考
え
る
郷
土
の
ま
ち
づ
く
り
」
と

題
し
て
、
二
年
間
協
議
活
動
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
活
動
の
最
終
報
告
と

し
て
こ
の
度
「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
と

題
し
た
冊
子
を
発
行
し
ま
し
た
。

こ
の
冊
子
は
、

B
5判
で
六
十
ペ
ー

ジ
、
約
千
部
在
印
刷
。
各
協
議
会
委
員

の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
方
や
町
ヘ

.町民総参加による町づくりを(西条ニ区で)

の
提
言
な
ど
の
ほ
か
、
四
つ
の
「
ち
」
と

「
み
」
を
う
ま
く
関
係
。
つ
け
て
い
く
と
ま

ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
と
い
う
東

京
都
世
田
ヶ
谷
区
役
所
企
画
部
都
市
デ

ザ
イ
ン
室
長
原
昭
夫
氏
の
「
人
間
的

感
性
豊
か
な
都
市
空
聞
い
つ
く
り
に
携
わ

っ
て
」
と
題
し
た
講
演
会
な
ど
の
模
様

、か
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
役
場
カ
ウ
ン
タ
ー

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
一
読

く
だ
さ
い
。

V
詳
し
く
は
、
役
場
都
市
開
発
課
(
冨

苅
1
2
1
1
1内
線
⑮
)
ま
で
。

日々ム三瓦-
，締涼ふれあいランチ賑やかIZ

~昭和町社会福祉協議会 ~

‘ 
れ町亡謡
あ社円コ

与会竪「
田"'¥..... .lh 

チ祉 tJ_'-7 

長野2
TT包主
主竺土星 :
注雪う号
て日ぁ:

回ほの

社会福祉協議会では、8月21日町内の一人暮らし老人

22名を石和温泉かえで荘に招き、納涼ふれあいランチを

催しましだ。

④ 平成1.10.1広報しようわ

』
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今
年
三
月
に
行
わ
れ
た
「ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ユ

ウ
ム

|

N
し
よ
う
わ
」
な
ど
の
講
演
会
の
模
様
も
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
。1 0月 1 日~ 1 2月 31 日

この臼は、一巳ゆっくり温泉に入つだり、理事さんや

ポランティ戸の人達のl山のこもっ疋もてなしと、島みや

子さんの歌謡ステージ、小野間宣子さん〈河西〉のマジ

ツクショーなどで、賑やかに楽しく週ごしました。まだ、

会長の泉町長も参加し、みなさんと軟つだり、おしゃべ

りをしだりしてふれあいのひとときを過ごしまし疋。

; 参加しだあ年寄りは、口々に「大変、育意義でしだ:0

|来年もまだ楽しみです」と喜んでいましだ。 I

思いやりは



国
民
年
金
の
保
醗
料
は
納
め
ま
し
た
か

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
忘
れ

ず
に
納
め
て
い
ま
す
か
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
「
二
十
歳
か

ら
六
十
歳
ま
で
の
人
」
す
べ
て
に
納
め
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
六
十
歳
ま

で
き
ち
ん
と
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
満
額

の
年
金
が
受
け
ら
れ
る
の
で
す
。

納
め
な
い
期
間
が
あ
る
と
、
将
来
、
年

金
額
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
納
め
な
い
期
間
が
長
く
あ
る
と
、
年

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
万
一
の
事
故
の
と
き
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
も
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
加
入
者
が
公
平
に
保

険
料
を
出
し
合
っ
て
、
お
年
寄
り
を
助

け
、
や
が
て
は
自
分
た
ち
も
次
の
世
代
に

支
え
て
も
ら
、
つ
仕
組
で
す
。

未
納
者
が
多
い
と
制
度
が
安
定
し
た

も
の
に
な
り
ま
せ
ん
。

老
後
を
迎
え
て
、
自
分
だ
け
年
金
を

言語51rツガ-

f ・A、ブoCj{)古。
| ご奇週間℃色。.，-

"昭和町

マイホームローンu

昭和町マイホームローンは昭和町と労働金

庫が提携し勤労者の皆様にマイホーム資金を

ご融資する制度です。

受
け
ら
れ
な
い
の
は
寂
し
い
も
の
で
す
。

「
あ
の
時
、
き
ち
ん
と
納
め
て
い
れ
ば
」
と
い

う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
保
険
料
は
毎
月

納
め
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険

と
交
通
事
故

交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
第
三
者

か
ら
傷
害
を
受
け
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か

っ
た
場
合
で
も
、
国
民
健
康
保
険
を
使
っ

て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

V
必
す
国
保
ヘ
届
け
出
を

交
通
事
故
の
被
害
者
は
本
来
、
治
療

費
を
加
害
者
か
ら
支
払
っ
て
も
ら
い
け
が

の
治
療
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
加

害
者
か
ら
す
ぐ
に
損
害
賠
償
を
し
て
も

ら
え
な
い
場
合
な
ど
の
と
き
に
治
療
費

を
国
保
が
一
時
た
て
か
え
払
い
を
す
る

と
い
う
制
度
で
す
。
国
保
を
使
う
場
合

融資対象の方
昭和町内に自己の居住する住宅を新築・購入

される勤労者の方。

*お問合せは・・-

役場・経済課

〈冨75-2竹1
内線27)まで。

担保・保証人
担保:土地・建物

保証人:労働金庫が定める保証機関

(個人保証は必要ありません。)

保証料:500万円で94，600円(月平均394円)

融資の額
最高 500万円

利率・返済期間
利率:年4.70%

返済期間:20年以内

加
害
者
と
の
問
で
安
易
に
示
談
を
結

ん
で
し
ま
う
と
、
そ
の
示
談
の
と
り
き
め

の
内
容
が
優
先
す
る
、
」
と
に
な
り
、
加
害

者
に
請
求
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
国
保
の
損
失
に
な
る
ば

か
り
で
な
く
、
被
害
者
自
身
に
思
い
が
け

な
い
治
療
費
を
負
わ
せ
る
結
果
と
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
示
談
を
結
ぶ
前
に

は
必
ず
国
保
へ
相
談
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

V
届
け
出
に
必
要
な
も
の

保
険
証
印
か
ん

交
通
事
故
証
明
書
(
後
日
で
も
可
)

十
月
は
国
民
健
康
保
険
強
調
月
間
で

す
。
医
療
費
が
毎
年
ふ
え
て
い
ま
す
。
健

康
に
は
十
分
注
意
し
、
み
ん
な
で
医
療
費

を
大
切
に
使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

返済方法
元利均等払。毎月払とボーナス併用払。

均""'"司 月 ボーナス

300万円
227回 20，000円

237回 13，000円 37回 41，000円

400万円
237回 26，000円

220回 17，000円 35回 64，000円

500万円
231回 33，000円

227回 20，000円 L戸田 83，000円

{
返
済
例
】

み
な
さ
ん
/
自
己
の
体
力
の
限
界
に

挑
戦
し
て
、
町
の
ギ
ネ
ス
記
録
を
塗
り
換

え
て
み
ま
せ
ん
か
?

町
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
も
「
ギ
ネ

ス
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
老
若
男
女
を

問
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

v日
時
十
月
二
十
九
日
同
午
前
九

時
か
ら
(
雨
天
の
場
合
は
中
止
)

V
会
場
押
原
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

V
参
加
ク
ラ
ス

A 

ililil: 
H B 

小
学
生

B

・
C
を
除
く
叩
才
代

初
才
代

日
才
以
上

C 

D 

E 

F 

G V
参
加
資
格
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
が
、
健
康
な
方
で
、
小
学
校
三
年
生

以
下
は
、
保
護
者
同
伴
と
し
ま
す
。

γ申
込
み
方
法
十
月
二
十
日
か
ら
十

月
二
十
七
日
ま
で
に
町
教
育
委
員
会

(
冨
万

3
7
3
7
)
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
記
録
カ

l
ド
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
当
日
も
参
加
申
込
み
で
き
ま
す
。

女
体
力
・
健
康
相
談

室
を
開
設
し
ま
す

ま
た
、
同
日
は
体
力
・
健
康
相
談
室
も

開
設
さ
れ
ま
す
。
こ
の
相
談
室
は
、
肺
活 場

量
・
垂
直
と
ぴ
・
全
身
反
応
時
間
な
ど
を

測
定
し
、
そ
れ
ら
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入

力
。
そ
の
結
果
を
み
て
、
体
力
・
健
康
の
相

談
や
運
動
の
仕
方
な
ど
を
指
導
す
る
も

の
で
す
。

V
対
象
一
般
成
人
男
女

V
定

員

五

十

名

V
日
時
十
月
二
十
九
日
間
午
前
九

時
か
ら

V
場
所
町
民
体
育
館

V
申
込
み
方
法
十
月
九
日
か
ら
十
月

十
六
日
ま
で
に
町
教
育
委
員
会
(
冨

万
1
3
7
3
7
)
に
お
申
込
み
く
だ
さ

一
睡

第
四
国

一

一盆事

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

一

一

町
体
育
協
会
で
は
、
左
記
に
よ

一

一
り
秋
季
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

一

一
V
日
時
十
一
月
十
四
日

ω

一

↑

午
前
九
時
十
四
分
ス
タ

一

一

l

卜

一

一
V
会
場

C
・
C
グ
リ
ン
・
バ
レ
ー

一

一
V
参
加
料
二
、

0
0
0円
(
プ
レ

↑

一

l

代
は
個
人
負
担
)

一
V
競
技
方
法
個
人
戦
、
団
体
戦

一

-

と
し
、
個
人
戦
は
新
ぺ
リ
ア

↑

一

方
式

一

一

v申
込
み
締
切
り
十
一
月
六
日

一

一

阻
ま
で

一

一

v申
込
み
・
お
問
合
せ
町
体
育

一

一

協
会
事
務
局
(
富
一
泊

1
3
7
3
一

一

7
)
ま
た
は
、
各
地
区
役
員
ま

一

一

で
、
参
加
料
二
、

0
0
0円
を

一

「

添
え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

)
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ゐ手
昇 つ
暴く
芸り
ちの
初
め

河
東
中
島
区
で
は
、
中
島
老
人
ク
ラ

ブ
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
き
た
「中

島
音
頭
」
が
完
成
し
、
八
月
二
十
六
日
の

合
社
祭
で
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
音
頭
は
、
昨
年
、
老
人
ク
ラ
ブ

が
愛
知
県
知
多
半
島
に
旅
行
し
た
時
に

聞
い
た
音
頭
が
と
て
も
良
く
、
中
島
で

も
音
頭
を
作
り
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の

一

「一
掬

一

日

r一一
一
一
~
さ

~

一
る

一

'a

一

十
条
新
田
は
貞
享
二
年
の
検
地

一

(
一
六
八
五
年
)
で
そ
の
名
称
が
見
え

一

る
。
西
条
村
の
項
に
「
河
荒
ノ
廃
田
ヲ

一

関
キ
後
ニ
新
田
一
村
ヲ
建
ツ
」
と
あ

一

り
、
西
条
新
田
村
の
項
に
は
っ
石
高
百

一

九
十
七
石
七
斗
六
升
八
合
・三
十
戸
・

一

人
口
百
二
十
九
・
馬
一

頭」、

寸年
貢
諸

ι7
免
除
セ

ヴ
ル
、
新
田

υ故
ナ
リ
」

「
中
島
音
頭
」

環
と
し
て
役
立
て
よ
う
と
企
画
さ
れ
た

も
の
で
す
。

「
区
民
の
み
ん
な
が
楽
し
く
歌
っ
て

踊
っ
て
ふ
れ
あ
え
る
音
頭
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

昨
年
十
月
か
ら
歌
詞
を
募
集
。
募
集
に

は
、
十
八
点
の
歌
詞
が
寄
せ
ら
れ
、
こ

の
中
か
ら
選
定
委
員
会

が

①

昭

和

町

と
も
あ
る
。
ま
た
、
神
社

は
山
王
権
現
、
寺
社
は

日
蓮
宗
法
花
山
正
覚
寺

が
あ
る
』
と
い
う
記
録
を

昨
年
の
「
ふ
る
さ
と
づ
く

り
L

の

一
つ
と
し
て
催
し

た
講
演
会
で
田
代
孝
先

生
か
ら
お
聞
き
し
た。

神
社
も
寺
院
も
現
在

で
も
一
つ
ず
つ
あ
り
、
世

帯
数
も
人
口
も
三
十
年

程
前
と
大
差
が
な
か
っ

た
。
つ
ま
り
二
百
七
十

年
近
く
経
て
も
大
き
な

変
化
が
な
か
っ
た
事
に
気
付
い
て
驚
い
た
。

西
条
新
田
の
神
社
は
日
吉
神
社
と
称

さ
れ
、
滋
賀
県
大
津
市
の
日
吉
大
社
に

あ
る
御
分
霊
社
台
帳
に
『
無
格
社
、
日
吉

大
神
社
。
祭
神
は
大
山
祇
命
。
由
諸
は
不

詳
』
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
昔
か
ら
「
オ
サ

ン
ノ
サ
ン
L

(

お
山
王
さ
ん
)
と
呼
び
親
し

ん
で
来
た
。
又
、
正
覚
寺
は
慶
長
十
九
年

企子どもクラブのみなさんによる広場(正覚寺)の清掃

作業。

が
完
成

河
東
中
島
地
区

や
河
東
中
島
地
区
の
自
然
が
歌
わ
れ
て

い
る
②
伝
統
文
化
が
歌
わ
れ
て
い
る
③

明
日
の
夢
が
歌
わ
れ
て
い
る
④
田
園
都

市
の
様
子
が
歌
わ
れ
て
い
る
な
ど
の
理

由
か
ら
河
東
中
島
の
中
沢
久
子
さ
ん
の

歌
詞
を
採
用
し
ま
し
た
。
こ
の
歌
詞
を

河
東
中
島
の
柳
沢
八
十

一
氏
が
補
作
。

音
楽
の
先
生
で
も
あ
る
西
条
二
区
の
田

(
二
三
四
年
)
の
建
立
与
一口わ
斗

両
寺
社
と
も
四
百
年
近
く
こ
の
地
を

一

守
っ
て
来
た
と
言
え
る
。

一

十
年
程
前
か
ら
宅
地
分
譲
地
が
始

-

ま
り
世
帯
数
が
急
増
し
、
現
在
の
世

一

帯
数
は
百
七
十
戸
を
超
え
て
お
り
、
さ

一

ら
に
分
譲
地
の
準
備
が
進
ん
で
い
る

一

た
め
近
い
う
ち
に
世
帯
数
は
二
百
五

一

十
戸
く
ら
い
に
な
る
も
の
と
思
う
。

一

こ
の
よ
う
な
急
激
な
変
化
の
中
で

一

人
を
守
り
育
て
る
地
域
、
つ
ま
り
「
ふ

一

る
さ
と
L

を
こ
こ
に
住
む
私
達
が
造
り

一

上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
昔

…

か
ら
伝
わ
る
行
事
を
現
状
に
合
う
様

一

に
変
化
さ
せ
て
継
承
す
る
ば
か
り
で

一

な
く
、
子
供
を
含
め
た
全
区
民
で
、
心

圃

の
安
ら
ぎ
を
得
ら
れ
る
愛
す
べ
き
新

一

し
い
「
ふ
る
さ
と
」
を
創
造
し
な
け
れ
ば

一

な
ら
な
い
。
幸
い
「
拠
点
」
と
な
る
新
公

-

会
堂
が
完
成
し
た
た
め
、
幅
広
い
交
流

一

の
中
か
ら
地
域
づ
く
り
を
一
層
進
め

一

た
し
。

L
中
育
也
氏
に
作
曲
を
依
頼
し
、
振
付
を

河
東
中
島
の
須
田
富
三
子
さ
ん
が
担
当

し
て
、
こ
の
度
の
完
成
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
音
頭
は
、
お
祭
り
に
ぴ
っ
た
り

の
明
る
い
音
頭
で
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
が
親
し
め
、
覚
え
易
い
歌
詞

や
曲
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
振
付

も
す
ぐ
参
加
し
て
踊
れ
る
よ
う
工
夫
し

て
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
音
頭
を
テ
ー
プ
化
し

て
、
各
地
区
の
婦
人
会
や
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
に
配
布
し
、
活
用
し
て
い
く
と
の

こ
と
で
す
。
ま
た
、
テ
ー
プ
の
貸
出
し

も
行
い
、
希
望
が
あ
れ
ば
振
付
も
教
え

て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

V
「
中
島
音
頭
」
に
つ
い
て

の
お
問
合
せ

は
、
一
瀬
金
造
氏
宅
(
箇
花

1
3
5
4

2
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

発
表
会
で
は
、
中
島
民
謡
部
の
み
な
さ
ん
を

中
心
に
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
音
頭

に
合
わ
せ
て
楽
し
く
踊
り
、
お
祭
り
に
花
を

4

司
添
え
ま
し
た
。

平
プ 成

耳 J フE

島E
音 量
頭 畝
L 

選 作 補 作
定曲作詞

中

沢

久

子

柳
沢
八
十
一

田

中

育

也

河
東
中
島
区

老
人
ク
ラ
ブ

須
田
富
三
子

振
付

一、

ハ
ァ
l

桜

並

木

に

花

聞

く

流
れ
豊
か
な
山
伏
の

水
で
育
っ
た
氏
子
で
ご
ざ
る

※
さ
あ
さ
踊
ろ
よ
中
島
音
頭

手
拍
子
そ
ろ
え
て

シ
ャ
シ
ャ
ン
ト

シ
ャ
シ
ャ
ン
ト

シ
ャ
シ
ャ
ン
ト
ネ

二
、ハ

ァ
l

富
士
も
清
ら
に

陽
に
映
え
て

緑
の
中
に

の
び
る
町

菩
摘
む
娘
も

茄
子
切
る
主
も

※
さ
あ
さ
・
:
:
:
・・・

三
、
ハ
ァ

l

祭
り
太
鼓
に

気
負
う
若
衆

町
は
総
出
の

※
さ
あ
さ
・
・

誘
わ
れ
て

神
輿
練
る

合
社
の
祭
り

四
、
ハ
ァ
!

波
は
黄
金
に

稔

る
秋

昭

和

中

島

灯

が
と
も
り

や

明
日
も
栄
え
よ
虹
七
色
に

※
さ
あ
き・・・・・

⑥ 平成1.10.1広報しようわ
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シ
リ
ー
ズ

義

清

叫
化
。」

神
社
建
物

並
び
に石

造
物

甲
斐
社
寺
記
に
よ
れ
ば
義
清
神
社
の

建
物
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

ひ

わ

だ

「

本

殿

堅

七

尺

横

五

尺

桧

皮

ぷ
き葺

・

拝

殿

堅

三

間

半

横

二

間

茅

ト
串

お
C葺

・

末

社

二

社

石
洞
・
石
鳥
居
高

て

サ
一
丈
七
寸
五
分
・
射
子
小
屋
堅
七

間
横
二
間
半
茅
葺
・
墳
墓
前
ニ
宮

ア
リ
桧
皮
葺
」
と
あ
る
。
本
殿
は
一
間

昭
和
町
郷
土
研
究
部
委
員

⑨ 

長
田

鉄
男

...今は銅板葺きの一聞社流れ造りの本殿

社
流
れ
造
り
桧
皮
ぶ
き
に
て
、
実
に
形
の

整
っ
た
社
殿
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
社
殿
は

久
安
元
年
九
月
中
の
酉
日
に
完
成
し
た

と
あ
る
。
こ
の
時
、
嫡
男
清
光
は
三
十
六

歳
で
あ
っ
た
。
盆
地
周
辺
の
豪
族
た
ち
の

協
力
も
あ
っ
て
、
清
光
が
建
立
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

昔
し
よ
り
、
五
十
年
忌
毎
に
大
祭
が

挙
行
さ
れ
、
諸
行
事
も
行
わ
れ
た
模
様

で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
判
明
し
て
い
る

石
造
物
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

六
百
五
十
年
祭
に
は
「
義
清
公
の
歌

碑」
七
百
年
祭
に
は
「
甲
斐
源
氏
祖
旧
跡

標
」七

百
五
十
年
祭
に
は
「
義
清
神
社
碑
」

七
百
五
十
年
祭
の
事
業
と
し
て
建
立

さ
れ
た
こ
の
巨
大
な
神
社
碑
は
、
明
治
三

十
二
年
三
月
に
完
成
し
た
も
の
で
、
碑
建

立
の
経
過
が
四
百
八
十
四
文
字
を
以
っ

て
、
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
碑
文
の
中

わ
た
る

に
、
里
人
の
野
呂
瀬
渉
と
社
司
の
山
本
常

磐
が
、
文
学
博
士
の
川
田
剛
に
撰
文
を

依
頼
し
た
と
あ
り
、
こ
の
二
人
は
、
碑
建

お

も

だ

立
の
重
立
っ
た
発
起
人
で
も
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
ま
た
、
文
中
に
「
徳
文
武
を
兼
ね
、

力
を
民
政
に
致
し
、
荒
蕪
を
開
き
、
農
桑

あ
わ
れ

を
勧
め
、
賦
役
を
軽
く
し
、
困
窮
を
岨
ん

だ
」
と
あ
り
、
義
清
公
の
行
っ
た
政
治
の
厚

さ
が
よ
く
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
巨
大

な
神
社
碑
の
建
立
に
当
つ
て
は
、

従

三

位

公

爵

近

衛

篤

磨

正
四
位
勲
四
等
文
学
博
士

川

田

剛

正
五
位
(
時
の
名
筆
)

日
下
部
鳴
鶴

そ
う
そ
う

と
な
っ
て
お
り
、
当
時
の
鈴
鋒
た
る
諸
先

生
方
の
力
作
の
銘
碑
で
あ
る
。

寄
進
に
よ
る
参
道
の
石
造
物

石
燈
議
壱
基
弘
化
三
年
(
一
八

四

六

)

活

顔

亭

石
燈
縫
武
基
文
久
元
年
(
一
八

六

一

)

名

登

里

義

方

石
燈
議
壱
基
文
久
三
年
(
一
八

六

三

)

松

濡

義

方

石
燈
議
壱
基
明
治
三
十
二
年

(
一
八
九
九
)
五
味
義
路

石
燈
縫
壱
基
明
治
三
十
二
年

(
一
八
九
九
)
塚
原
宗
八

狛

犬

壱

基

昭

和

十

一

年

(

一

九

三

六

)

高

野

信

高

狛

犬

壱

基

昭

和

五

十

一

年

(
一
九
七
六
)
三
宅
の
ぶ
子

石
燈
龍
武
基
昭
和
六
十
三
年

(
一
九
八
八
)
井
口
侍

諸
氏
寄
進
の
石
造
物
が
参
道
に
立
ち

撰題
文額

揮
-
雫

企 750年祭事業として建てられた神社碑

並
ぴ
、
神
域
に
重
厚
さ
を
増
し
て
い
る
と

共
に
、
住
民
の
敬
神
の
念
の
厚
さ
が
示
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
町
に
お
い
て
は
、

前
の
堀
を
拡
幅
し
池
と
し
て
整
え
、
神
橋

を
架
け
、
高
野
信
高
氏
寄
進
の
旧
水
槽

に
、
辰
口
よ
り
清
水
を
出
し
て
池
に
落

し
、
水
屋
も
建
て
ら
れ
て
、
境
内
は
一
層

整
備
さ
れ
た
。

-
義
清
公
詠
歌

義
清
公
の
詠
じ
ら
れ
た
歌
が

一
首
だ

け
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

は
に
ゅ
う

「
い
と
ゾ
し
く
埴
生
の
小
屋
の
い
ぶ

な

せ
き
に
千
鳥
時
く
な
り
市
川
の
森
」

こ
の
詠
歌
は
、
平
塩
の
岡
で
の
作
で
あ

ろ
う
の
説
が
あ
る
が
、
筆
者
は
、
西
条
館

で
の
作
で
あ
ろ
う
と
推
察
す
る
も
の
で

あ
る
。

「平
塩
の
岡
は
樹
木
も
茂
り
、
早

朝
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
鳥
が
来
て
晴
き
、
非

常
に
良
い
所
で
あ
っ
た
」
と
の
下
の
句
に
対

し
、
上
の
句
は
「
不
快
感
を
感
じ
た
場

所
」
と
の
事
」
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ

西
条
舘
に
不
快
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
以
下
は
筆
者
の
推
測
で
あ
る
。
「
い
ぶ

せ
き
に
」
と
は
、
不
快
と
か
、
む
さ
苦
し
き

で
あ
り
、
「
い
と
ゾ
し
く
」
は
、
益
々
と
か
、

尚
一
層
の
不
快
感
を
表
わ
し
て
い
る
、

650年祭事業として建てられた

V歌碑

「
埴
生
の
小
屋
」
と
は
粘
土
っ
ち
も
用
い
て

造
ら
れ
た
館
内
の
建
物
を
指
す
の
で
あ

ろ
う
。
あ
る
時
、
盆
地
特
有
の
、
無
風
に
し

て
蒸
し
暑
く
、
ど
こ
に
身
を
よ
せ
て
も
汗

水
ひ
ど
く
、
正
に
耐
え
き
れ
な
い
程
の
む

さ
苦
し
き
に
襲
わ
れ
、
居
て
も
立
っ
て
も

居
ら
れ
な
い
よ
う
な
状
況
の
中
、
土
壁
に

う
ち

容
放
な
く
照
り
付
け
る
陽
光
が
恨
め
し

く
、
ふ
と
、
平
塩
の
岡
を
思
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
「
平
塩
の
岡
は
台
地
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
時
で
も
少
し
は
風
も
あ
ろ
う
に
、
ま

た
、
あ
の
松
林
に
入
れ
ば
少
し
は
涼
し
か

ろ
う
に
」
と
、
市
川
と
比
較
し
て
、
チ
ヨ
ツ

こ
ぽ

ピ
リ
愚
痴
の
零
れ
た

一
首
で
は
な
か
っ
た

ろ
う
か
。
市
し
公
は
意
志
堅
固
に
し
て
、

よ

わ

ね

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
弱
音
を
吐
く
よ
う

な
方
で
は
な
い
と
察
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
時
の
状
況
は
そ
れ
を
上
ま
わ
る

し
れ
つ

程
の
蛾
烈
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

拝
殿
の
西
に
歌
碑
が
あ
る
。
こ
の
歌

碑
に
は
、
上
の
句
の
「
い
ぶ
せ
き
に
」
が

「淋
し
き
に
」
に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
だ
ろ

か

ん

ぐ

う
か
。
強
い
て
勘
繰
れ
ば
、
こ
の
碑
の
建

立
に
当
り
、
関
係
者
協
議
の
上
、
此
の
舘

が
む
き
苦
し
く
不
快
の
所
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
を
後
世
に
残
し
た
く
な
い
と
の
配

か
い
ざ
ん

慮
か
ら
「
淋
し
き
に
」
に
、
改
議
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
も
の
で
あ
る
。

平成1.10.1広報しようわ⑦ 



信つびいたいむI
趣味を生かして
ふれあいの輸を大きく

【くわの実会)
揚げ出し豆腐の

五目あんかけ

舎
回
は
、

A

フ
年
で
十
三
年
目
を
む

か
え
る
「
く
わ
の
実
会
」
に
つ
い
て
同

会
会
長
の
見
上
は
な
江
さ
ん
に
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

企 「みんなで育てる生涯教育であってほしいJ

私
達
の
地
区
は
、
新
し
く
上
河
東

二
区
と
し
て
発
足
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

お
互
に
人
間
味
あ
る
心
の
ふ
れ
あ
い
や

思
い
や
り
が
ほ
し
い
と
考
え
た
こ
と
か

ら
「く
わ
の
実
会
」
と
言
う
趣
味
の
会

を
作
り
ま
し
た
。
発
足
し
て
か
ら
今
年

で
十
三
年
目
を
む
か
え
ま
す
。

私
達
も
趣
味
を
目
的
と
す
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
こ
れ
を
生
か
し
多
数
の

人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
地
域
社
会
へ
の
奉

仕
に
も
と
考
え
て
い
ま
す
。

か
い
じ
国
体
で
は
、
私
達
の
創
作
し

た
和
紙
人
形
(
い
ち
ご
娘
)
を
町
の
お

土
産
品
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き

み
口
ん
口
窓
口
の
口
広
口
場

4 ず 可圃「唱J

栄養改善推進員

小沢かつ子さん
(西条二区)

だし汁…… 1cup 

小麦粉……少々

酒…………大さじ 2

しょうゆ…大さじ 2

砂糖… H ・H ・大さじ l

片栗粉…...大さじ 1

サラダ油…大さじ 2

揚げ油

材料

豆腐 …・…… 2丁

とりひき肉… 100g 

生しいたけ… 4枚

にんじん・・…・ 50g 

えのきだけ・・・ 1:j:巴

グリンピース

(冷凍)………大さじ 2

④ 

⑤ 

ま
し
た
。
ま
た
、
町
の
ふ
れ
あ
い
祭
り
、

福
祉
ま
つ
り
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

ふ
れ
あ
い
祭
り
な
ど
に
も
奉
仕
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
県
主

催
の
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
聞
か
れ
る

「ふ
れ
あ
い
や
ま
な
し
こ
と
よ
き
祭
り
」

に
も
毎
年
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。私

達
の
創
作
し
た
数
多
く
の
手
作

り
品
が
こ
れ
ら
の
場
所
で
多
数
の

人
々
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
た
こ
と

は
、
「
く
わ
の
実
会
」
と
し
て
の
目
的

が
達
成
さ
れ
た
と
有
難
く
感
謝
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
創
造
性
あ
る
豊
か
な

活
動
を
通
じ
て
、
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
大

き
く
し
て
い
く
と
と
も
に
地
域
社
会

に
も
奉
仕
で
き
た
ら
と
願
っ
て
い
ま

す。

砂
どス豆
う し腐
ぞてに

、欠

酒け
のて
肴い
にる
も食
お物
か 繊
ず維
に を
もフ

フ

真
夏
日
の
身
を
片
陰
に
よ
せ
て
立
つ

焼
香
の
列
に
君
い
ま
さ
ず

吹
く
風
に
丈
伸
し
草
波
の
ご
と
く

う
ね
り
て
見
ゆ
る
高
き
窓
よ
り

や
す
ら
ぎ
の
リ
ゾ
ー
ト
昭
和
へ
掃
人
会

ひ
た
走
り
ゆ
く
落
葉
松
林

噴
霧
器
は
肩
に
重
た
く
昼
さ
中

大
豆
の
花
は
む
ら
さ
き
に
咲
く

か
す
か
な
る
音
し
て
涼
し
岩
清
水

動
〈
と
も
な
さ
沢
蟹
二
つ

待
ち
伏
せ
る
べ
ン
先
に
触
れ
も
ど
り
来
し

蜘
妹
に
ね
ぎ
ご
と

一
つ
を
聴
か
す

天
体
の
神
秘
に
挑
む
科
学
者
の

天
王
星
の
解
説
を
聞
〈

筋
書
き
の
な
き
幾
つ
か
の
ド
ラ
マ
残
し

闘
し
燃
や
し
た
球
児
等
の
夏

鳥
よ
け
の
網
に
か
、
り
て
生
け
聾
の

も
ず
秋
め
く
畑
に
曝
さ
る

誘
わ
れ
て
娘
夫
婦
と
夕
食
に

急
ぐ
車
窓
に
立
洪
水

睡
り
居
る
と
頬
ず
り
す
れ
ば
乳
呑
児
の

瞬
時
目
覚
め
て
大
き
伸
び
す
る

菌作り方

① 豆腐は水切りをし、 2つ切りにする。

② 生しいたけ、にんじんは、せん切りにする。

③ サラダ油大さじ 2で、ひき肉、にんじん、生しいたけ、えのきだ

げの順に妙め、だし汁を加えて煮たてる。

酒大さじ 2、しようゆ大さじ 2、砂糖大さじ 1で味付けし、かた

くり粉大さじ 1を倍の水で溶いて、とろみを付け、グリンピース

を入れ、ひと煮立ちする。

①に小麦粉をまぶし、すぐ中温に熱した揚げ油で揚げる。器

に盛り④のあんをかけ、熱し3うちにすすめる。

磯
の
香
に
出
合
い
つ
つ
来
て
パ
ス
の
中

家
並
み
の
先
に
波
の
光
れ
る

磯
告F

イヂー

藤
河
田

輿
石
さ
だ
代

桑
原

佐
野

志
村

鷹
野
き
く
代

内
藤
ふ
く
次

イ呆
坂

渡
辺

非公
岡

与

広報しようわ ⑧ 平成1.10.1
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(
父
)
隆
治

(
母
)
清
子

んく

生

区
吹
ω
お

ん
一
本
田
口
一

西

地

位
{呂
S

h
F
名
前
の
由
来
画
数
で
も
決
め
ま
し
た
が
、
正
し
く
悠
々

と
育
つ
よ
う
に
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ま
と
み
ん
な
で
考
え
て

決
め
ま
し
た
。

上河東

丹沢真理 ちゃん
S.62.12.20生

(ハ
V
A
)

(
母
)

雲強

h
p
名
前
の
由
来

真
っ

す
ぐ
に
伸
び
た
ひ
ま
わ
り
の
よ
う
に
、

す
く
す
く
と
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
、
お
父
さ
ん
が
名
付

凶
り
宇
品
7
レ
九
九
。

きぜ

(
父
)
午
郎

(
母
)
桂
子

上河東二区

丸山拓郎くん
S.62.12.18生

惨
名
前
の
由
来
開
拓
精
神
の
持
て
る
前
む
き
な
人
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
拓
郎
と
名
付
け
ま
し
た
。
思
い
や

り
の
あ
る
、
元
気
な
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

⑨
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
歳
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一

「

お
申
し
込
み
は
、
役
場
企
画
調
整
室
〈
圏
一
A
1
1
2
1
4
1
7内
線
@
)
ま
で

H

一

ヲ崎

ス
ポ
ー
ツ
と
突
然
死

保
健
学

I

山
梨
医
科
大
学
助
教
授

臣

最
近
、
健
康
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
の

大
切
さ
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
健
康
の
た
め
に
始
め
た
ス
ポ
ー
ツ

の
最
中
に
突
然
死
を
す
る
人
が
増
え
て

い
る
よ
う
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
選
手
で
も
、
一
九
八
六
年

に
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
口
ス
五
輪
金
メ

ダ
リ
ス
ト
の
八
イ
マ
ン
選
手
が
試
合
中

に
急
性
心
不
全
で
死
亡
し
ま
し
た
。

一
般
の
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る

最
中
に
突
然
死
在
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス

も
目
立
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。
東
京
都
の

例
で
み
ま
す
と
、

一
九
八
一
年
か
ら
五

年
半
の
聞
に
一

O
七
人
の
人
が
ス
ポ
ー

ツ
中
に
急
死
し
ま
し
た
。
最
も
多
い
の

が
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
ラ
ン
ニ
ン
グ
中

で、

二
五
人
、
ダ
ン
ス
一
六
人
、
ゴ
ル
フ

二
人
、
野
球
、
体
操
八
人
と
続
き
、
以

下
テ
ニ
ス
、
水
泳
、
卓
球
、
サ
ッ
カ
ー
と

多
く
の
種
目
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
男

女
別
で
は
男
性
、
か
八
九
人
と
圧
倒
的
に

多
く
、
年
齢
的
に
は
一

O
代
か
ら
高
齢

者
ま
で
ほ
ぼ
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
突
然

死
を
し
て
い
ま
す
。

四

O
歳
未
満
で
は
三
八
%
が
い
わ
ゆ

る
ポ
ッ
ク
リ
病
と
い
わ
れ
る
原
因
不
明

の
突
然
死
が
多
く
、
本
人
が
健
康
管
理

に
気
を
つ
け
る
以
外
の
防
止
策
が
な
い

の
に
対
し
て
、
四

O
歳
以
上
で
は
八

中

原

英

四
%
が
心
・
血
管
系
の
病
気
に
よ
る
突

然
死
な
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
ス
ポ
ー

ツ
を
始
め
る
時
に
医
師
に
よ
る
メ
デ
ィ

カ
ル
・
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
れ
ば
、
ス
ポ
ー

ツ
中
の
突
然
死
は
予
防
で
き
る
こ
と
を

意
昧
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
こ
う
し
た
メ
デ
ィ
カ
ル
・

チ
工
ツ
ク
が
気
楽
に
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
県
内
で
も
、
県
民
ス
ポ

ー
ツ
事
業
団
が
今
春
か
ら
小
瀬
ス
ポ
ー

ツ
公
園
で
、
メ
デ
ィ
カ
ル
・
チ
ェ
ッ
ク
を

取
り
入
れ
た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
シ
ス
テ
ム

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

健
康
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
で
命
を
落

と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
笑
い
話
に
も

な
り
ま
せ
ん
。
厳
し
い
練
習
で
き
た
え

あ
げ
た
ス
ポ
ー
ツ
選
手
で
も
突
然
死
を

起
こ
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
普
段
は
何

も
し
て
い
な
い
で
、
久
し
ぶ
り
に
ス
ポ

ー
ツ
を
し
よ
う
と
い
う
一
般
の
人
た
ち

は
、
必
ず
メ
デ
ィ
カ
ル
・
チ
ェ
ッ
ク
に
よ

る
医
師
の
指
導
を
受
け
て
、
自
分
の
体

力
に
合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
選
ん
で
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

メ
デ
ィ
カ
ル
・
チ
ェ
ッ
ク
を
お
受
け

に
な
る
場
合
は
、
「
財
団
法
人
山
梨
県
県

民
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
」
(
箇
犯
1
3
1
1

1
)
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

企
画
財
団
法
人

里
仁
会

平
成
元
年
八
月
一
日
i
八
月
三
十
一
日

ま

で

の

届

出

(

敬

称

略

)

...圃『冒ー冒.-.-.--可.--.-.-

佐 平 門 石 (
野岡脇井民

角

野

直

人

野

津

和

平

芦
沢

和

義

中
村
美
津
穂

志

村

彩

夏

清

水

成

美

深
沢
美
佐
己

長
野

塚
田

古角
屋間

幸 憲、 沙直大
子彩太仁 織文介 出

朔 公笑名
太 怜 則 子 )

保
護
者

展
之女昏

生
士也

宏
明

飯

上
田

深
谷

十
楽

竹望
川月

賢
人

邦
夫

西

条

二

区

正

西

条

一
区

勉

西

条

新

田

四貝
浩一

西
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区

誠

西

条

一

区

政
巳

清

水

新

居

孝

上

河

賢

西

条

二

区

日刀
口

彦

河

哲

西

条

二

区

言
雄

?可

明

西

条

二

区

信
夫

上
河
東
二
区

隆
道

上
河
東
二
区

正
文

築

地

新

居

茂
久

河

英
隆

清

水

新

居

聖

西

条

二

区

明
彦

上
河
東
二
区

姻

¥

池

田

弘

J、wv

西

条

二

区

山
木
し
げ
み

-phi-回
同
園

区

I.J且』且

喰東西西西
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一
日
合
同
行
政
相
談
所
開
設

行
政
相
談
週
間

仰
向
何
回
j

m
臼

行
政
相
談
委
員
は
、
役
所
や
公
団
な

ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
対
す
る
苦

情
や
希
望
・
意
見
を
住
民
か
ら
受
け
、

問
題
解
決
の
促
進
を
図
る
住
民
と
行

政
と
の
パ
イ
プ
役
で
す
。

V
日
時
十
月
十
七
日
(
火
)
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

V
場
所
甲
府
西
武
デ
パ

ー
ト

な
お
、
本
町
で
も
行
政
相
談
を
毎
月

第
一
、
第
三
水
曜
日
に
昭
和
町
役
場
で

行
っ
て
い
ま
す
。
行
政
相
談
委
員
は
、

河
東
中
島
二

O
五
一二

(
箇
万
|
2
1
3

3
)
の
有
泉
淳
夫
氏
で
す
。

旬
月

1
日
は
商
業
統
計

調
査
〈
一
般
飲
食
庖
〉
の

実
施
日
で
す
/

通
商
産
業
省
で
は
、
十
月
一
日
現
在

で
商
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
飲
食
庖
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
前
年
実

施
し
た
商
業
統
計
調
査
(
卸
売
業
、
小
売

業
)
と
併
せ
て
、
国
や
都
道
府
県
、

市
区

町
村
に
お
け
る
商
業
の
育
成
、
流
通
機

構
の
近
代
化
な
ど
の
施
策
を
進
め
る
う

え
で
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
多
方

面
で
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
個
々
の
商
庖

が
経
営
指
針
を
作
成
す
る
際
に
も
役
立

っ
て
い
ま
す
。

調
査
は
、
調
査
員
が
商
庖
を
直
接
訪
問

労
働
保
険
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

f

労
働
保
険
と
は
、
失
業
者
の
生
活
安

定
と
再
就
職
の
た
め
の
雇
用
保
険
と

業
務
上
の
災
害
補
償
を
行
う
労
災
保

険
で
、
国
が
直
接
運
用
し
て
い
ま
す
。

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い

る
事
業
所
は
、
業
種
や
規
模
を
問
わ
ず

労
働
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
は
、
み
な
さ
ん
が
安
心
し

て
働
け
る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
制

度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
職
場

の
笑
顔
を
守
る
た
め
に
未
加
入
の
事

業
主
の
方
は
、
す
ぐ
に
手
続
き
し
ま
し

ト
品
〉
つ
ノ
。

V
詳
し
く
は
、
甲
府
公
共
職
業
安
定
所

雇
用
保
険
適
用
課
(
箇
幻
1
6
0
6
0

内
線
⑩
(
)
⑫
)
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

し
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
て
回

収
す
る
と
い
う
方
法
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統

計
法
に
よ
り
厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
正
確
な
報
告
に
ご
協
力
く
だ

え」い。
V
お
問
合
せ
役
場
総
務
課
(
箇
万

|
2
1
1
1
内
線
⑮
⑪
)
ま
で

戦
後
、
ソ
連
ま
た
は
モ
ン

ゴ
ル
に
強
制
抑
留
中
死
亡

さ
れ
た
方
の
遺
族
の
み
な

さ
ん
ヘ

戦
後
、
強
制
抑
留
さ
れ
、
本
邦
に
帰

還
さ
れ
た
方
々
な
ど
に
対
し
ま
し
て

は
、
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
慰
労
品
な
ど
の
贈

呈
を
行
っ
て
い
る
と
と
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
度
、
新
た
に
、
戦
後
、
ソ
連
ま
た

は
モ
ン
ゴ
ル
の
地
域
に
お
い
て
強
制
抑
留

中
に
死
亡
さ
れ
た
方
(
帰
還
途
上
死
亡

さ
れ
た
方
も
含
み
ま
す
)
の
御
遺
族
で
、

平
成
元
年
九
月
一
日
に
お
い
て
日
本
国

籍
を
有
す
る
方
に
も
内
閣
総
理
大
臣
名

の
慰
労
品
(
書
状
・
銀
杯
)
を
贈
呈
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

慰
労
品
を
請
求
な
さ
る
方
は
、
役
場

厚
生
福
祉
課
(
霞
苅

1
2
1
1
1内
線

⑬
)
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
請
求
期
限
は
、
平
成
五
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

恩
給
欠
格
者
の

み
な
さ
ん
ヘ

こ
の
度
、
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
の

方
の
う
ち
、
外
地
な
ど
に
勤
務
し
た
経

験
を
有
し
、
加
算
年
を
含
め
た
在
職
年

が
三
年
以
上
で
、
請
求
時
に
お
い
て
日

本
国
籍
を
有
す
る
方
に
は
書
状
(
内
閣

総
理
大
臣
名
)
を
、
更
に
、
七
十
際
以
上

の
方
に
は
高
齢
者
の
順
か
ら
銀
杯
を
贈

呈
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

書
状
及
び
銀
杯
を
請
求
な
さ
る
方

は
、
役
場
厚
生
福
祉
課
(
圏
花

1
2
1

1
1内
線
⑬
)
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

代
替
教
員
及
び
非
常

勤
講
師
を
募
集
し
て

い
ま
す

県
で
は
、
研
修
や
出
産
な
ど
の
理
由

で
平
常
出
勤
が
で
き
な
い
教
員
の
欠

員
補
充
の
た
め
、
公
立
小
・
中
・
高
等

学
校
(
特
殊
教
育
を
含
む
)
の
代
替
教

員
及
び
非
常
勤
講
師
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

V
職
種
公
立
小
・
中
・
高
等
学
校
(
特

殊
教
育
を
含
む
)
の
代
替
教
員
及
び

非
常
勤
講
師

V
任
用
条
件

1
志
望
す
る
校
種
、
教
科
に
相
当
す

る
免
許
状
を
所
有
、
ま
た
は
平
成
二

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
者

2
任
用
後
、
山
梨
県
内
に
居
住
で
き

る
者

3
平
成
二
年
四
月
一
日
以
降
の
採

用
者
と
し
て
勤
務
で
き
る
者

V
申
込
み
受
付
期
間
平
成
元
年
十

月
二
日
(
月
)
か
ら
平
成
二
年
二
月

十
五
日
(
木
)
ま
で

V
詳
し
く
は
、
山
梨
県
教
育
委
員
会
教

職
員
課
(
薗
幻
1
1
1
1
1
内
線
3

2
3
1
)
ま
で

町内交通事故

発生件数

「気をつけて」

朝の一言忘れずに

=8月分--

ただし、修学のため、現に組織市町に住所を有していない者

でも、家族等が平成元年8月 1日以前から引き続き組織市町に

住所を有し、かつ、住民基本台帳に記録されている場合は資格

を有します。

(3) その他身体要件もあります。

砂試験日 平成元年11月5日(日) 砂会場

砂試験要綱及び受験申込書

10月11目的以降甲府地区消防本部人事教養課でお受け取りくださいo

b受験申込み受付期間

10月16日伺)'""'-'10月20日陰)

(午前9時から午後4時30分まで。)

砂お問合せ先

甲府地区消防本部人事教養課人事係

甲府市伊勢三丁目8番23号 (電話 22-1190内線231)

~~密接電車電麗~~~~~~~~~電車電~蹴蹴欄 蹴 蹴闘蹴麗ZE消防職員採用試験案内

消防士若干名砂採用予定人員

砂受験資格

(1) 学歴要件

甲府市立南西中学校

下表のとおりです

学歴 年 齢 卒 業 年 次

高等学校 昭た和者44年 4月 2日以降に生れ

専修学校 昭た和者42年 4月 2日以降に生れ 学校教育法に基づく高等学校

以上の学校を平成元年 3月卒

短期大学 昭242年 4月 2日以降に生れ 業文は平成 2年 3月卒業見込

た みの者

大学昭た和者40年 4月 2日以降に生れ 一」

⑩
 

平成1.10.1広報しようわ

(2) 住所要件

平成元年8月1日以前から、引き続き甲府市、竜王町、敷島

町、玉穂町、昭和町、田富町(以下「組織市町」という。)に住所

を有し、かつ住民基本台帳に記録されている者。



⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧側側側 保健衛生だより 側側鰯⑧鋤⑧鵬鵬

手し 児 健 霊会口。， 査康

実施日 受付時間及び地区 該 当 ノ!日l.J 場所

10月12日 午後 1時00分~
昭和63年 9月出生児。

(木)
(西条地区)

昭和63年12月出生児。
午後 1時30分~

」に2h1 

(押原地区) バZ土3品ご

10月13日
午後2時00分~

平成元年3月出生児。

(金)
(常永地区)

平成元年6月出生児。 館

西条地区 西条一区西条二区清水新居西条新田

押原地区 押越河東中島紙漉阿原

常永地区 築地 新居飯喰河西上河東上河東二区

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

※受付終了時間は、午後2時30分ですのでご承知くださしユ。

3 種混合予防接種

日 時 10月 23日(月)午後 1時 -----2時

場 所 総合会館

該当児

砂 I期…昭和62年3月1日~昭和62年8月31日までの出生児。

砂II期… I期3回を完了して 1年から1年6か月以内の者。

砂昭和61年 9月1日~昭和62年 2月28日までの出生児で未接

種者。

持ち物 母子手帳・問診票

〈注意事項〉

O体温がはかつてないと接種できませんので、必ず、体温ははかつ

てください。

O問診票の記入もれ等がないようにしてください。

O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

①発熱している者、または著しい栄養障害者。

②心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。

③はしか、BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以内の者。

④ 1年以内にりいれん、ひきつ付を起こした者。

由子手帳受付及び一般健康相談臼

日時 10月7日(土)・ 16日(月)・ 21日(土)

午前 9時-----11時30分

場所総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、栄

養指導などを行い、健康についての相談にお答えしていますの

で、お気軽にお出かけください。

不用犬 猫 収 集 臼

日時 10月27日(金)

午前10時20分-----10時25分

場所総合会館前

※収集車がくるまでは飼主もいっ しょにいてください。ま

た、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモで

しっかり封をしてください。

⑪広報しようわ 平成l.10.1 

5 歳児健康診査

実施日 10月26日(木)

受付時間午後 1時-----1時30分

場 所総合会館

該当児昭和59年8月1日~昭和59年 9月30日までの出生

児。及び前回未受診児。

持ち物母子手帳・ 5歳児健診質問票

※尿検査がありますのでご承知おきください。

4歳 6か月児健康診査

実施日 10月 19日(木)

受付時間午後 1時-----1時30分

場 所総合会館

該 当 児 昭 和63年 2月1日~昭和63年 3月31日までの出生

児。及び前回未受診児。

持ち物母子手帳・ 1歳 6か月児健診質問票

乳児整形外科模診

実 施 日 10月25日(水)

受付時間午後1時-----1時30分

場 所総合会館

該当児平成元年 6月1日-----7月31日までの出生児。

持ち物母子手帳

子 宮 んが 検 吾会
ロジ

期 間 10月中旬-----12月下旬

検診場所指定医療機関

検診料無料

※愛育班員を通じて、申込みを受けますが、直接希望される

方は役場厚生福祉課(冨75-2111内線⑭)へ申込み受診票を

受けとってください。

花いっぱい運動!こご協力を

押越菊の会

押越菊の会(山田基宣会長)では、国体後も引き続

き行われている「花いっぱい運動J;を今年も実施しま

した。

押越歩道橋横には、会員16名のみなさんによって

江戸菊・サルビア・マリーゴールドなどの花が植えら

れ、きれいな花が咲き誇りましたO

町民のみなさんも

花を採ったりゴミを

捨てたりしないよう

環境美化を心掛け、

花いっぱい運動にご

協力ください。



10月はf豊かなくらしと住みよい紅会を
つ<~郵便貯金月周Jです/

郵便貯金は、国の財政投融資の主要な資源として各

方面に融資され、みなさまの暮しに関係の深い住宅や

学枝の建設、道路、水道、公園、ゴミ処理場など生活環

境整備などの疋めに活用され、身近な所で「豊かで住

みよい社会づくりJに役立っています。

4J89 

共同募金運動

仏⑪滅

第42回山梨県体育祭(小瀬スポーツ 今後とも、郵便貯金に対するみなさまのご理解とご
法の日 公園) 支援をお願いします。 田富郵便局から
労働衛生週間 (~7 日) 商業統計調査実施日 (10P参照)

(月)
代替教員募集受付開始日ClOP参照) 貯畜の日

りく)
一日合同行政相談所ClOP参照)

大安
17薬と健康の週間

友引
親子体操教室(総合会館午前10時----)

(----23日)

赤伏口) 

親子体操教室(総合会館午削10時----) 18統計の日 体)
心配ごと相談(総合会館午後 1時----)

先負
行政相談(昭和町役場午後 1時----)

4 国際協力週間 (水)
心配ごと相談(総合会館午後 1時----)

19 やK)
寝たきり老人入浴サービス(総合会館午後l時rv)

(----10日) 行政相談(昭和町役場午後 1時----) 親子体操教室(総合会館午後10時)
先勝 仏滅 1歳 6か月児健康診査(総合会館)

5 全国道路標識週間

友的引

親子体操教室(総合会館午則10時----) 20土用 大倹安) 

第 3田町民スポーツ広場ギネスに挑
( ----11日) 戦参加者受付開始(-27日、 5P参

照)

国際協力の日

先倹負) 21 赤仕口) 

リハビリ教室(総合会館)6 炉開き 母子手帳交付及び一般健康相談日
国際文通週間 (~12 日) (総合会館)

7 仕)
リハビリ教室(総合会館)

22 先⑮勝

第12回壮年男子ソフトボール大会
母子手帳交付及び一般健康相談日

仏滅 (総合会館)

寒露 第 8回福祉運動会 霜降
~ 

3種混合予防接種(総合会館)8 木の日 大⑪安 (押小グラウンド午前9時----) 23電信電話記念日 友(月引) 

9 万国郵便連合記念日
赤何口) 

国連の日
伏)

親子体操教室(総合会館午iN10時----)24軍縮週間川O日)
先負

圃体育の日 第 1回ふるさと芯、れあい祭り(2・3 心配ごと相談(総合会館午後 1時----)
伏) 25 仏(樹滅10目の愛護デー

先勝
P参照) 乳児整形外科検診(総合会館)

11全国防犯運動
友。持引

心配ごと相談(総合会館午後 l時----) 26原子力の日 や付
5歳児健康診査(総合会館)

(----20日)
大安

12十ニ夜
先(材負

寝たきり老人入浴サービス(総合会館午後l時rv) 27読書週間
赤働口

不用犬猫収集日(総合会館別)
親子体操教室(総合会館午前10時)
乳児健康診査(総合会館)

13 仏ゆ滅

父通事故出張相談(竜王町中部公民

28 先ω勝
役場開庁

館午前10時~午後3時)
乳児健康診査(総合会館)

14鉄道記念日 (土)
役場開庁

29 友⑪引

第 3回町民スポーツ広場ギネスに挑
戦 (5P参照)

大安 健康体力相談室 (5P参照)

新聞週間 (----21日)

赤⑮口 30 何)15行政相談週間
(-21日 10P参照) 仏滅

16世界食糧デ (月〉
母子手帳交付及び一般健康相談日(総合会館)

31 伏)
先勝 甲府地区消防職(-員20採日用、試10験P受参付照開)始 大安

-R粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
場
所
は
、
左
記
指
定
場
所
の
み
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

場

公会堂

第 1公会堂

公会堂、宮の上収集小屋横

新 公 会 堂

公 会 堂

中島遊園地

公会堂

公会堂、 8組横固有地

東部農協常永支所前空地

西 2組ゴミ収集小屋

公会堂と消防小屋の間

集会所北空地

所
，-L-， 

λと指

⑫ 平成1.10.1広報しようわ

地区名

西条一区

西条二区

清水新居

西条新田

押 越

河 東 中 島

紙 漉 阿 原

築 地 新 居

飯喰

河西

上河東

上河東二区

糠
大
コ
ミ
収
集
の
指
定
場
所

キ且大ゴミ

燃えない物

空カン・ガラス

毎月

第 2水曜日

第 4水曜日

11日

燃える物

3日・ 6日・ 13日

17日・ 20日・ 24日

27日・ 31日

毎月

第 4水曜日

25日

25日

4日

18日

毎月

第 1水曜日

第 3水曜日

」一 2日・ 5日・ 9日
母ユ且 ; 

'一 : 12日・ 16日・ 19日
月・木曜日 1

: 23日・ 26日・ 30日

毎週

火・金曜日

西条一区

西条こ区

清水新居

西条新国

押越

河東 中島

紙漉阿原

築地毛新暦

飯喰

河町 西

上 必河東

上河東ニ区

区地

.富喜重霊霊翠W~19mi1emln盟国


